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図書館散歩

































































































































































































































【文化政策学部 国際文化学科 講師　武田 淳】




























































【デザイン学部 デザイン学科 講師　小田 伊織】
『漆芸品の鑑賞基礎知識』
小松大秀 , 加藤寛 [ 著 ]
至文堂 , 1997.12
[752/Ko 61]
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図書館ニュース
髙坂文庫〔泉川本〕[仮称]　整備
配架された資料
プロジェクトメンバーのミーティングルーム
　静岡文化芸術大学では、2013年3月、静活株式会社から、映画雑誌
53タイトル約3,500冊、映画パンフレット約1,400冊、脚本277冊、図
書約50冊、合計約5,000冊の映画関係資料の寄贈を受けました。この
たび、これらの整理業務を終え、本学西ギャラリーにて展示公開を行
う予定です。［会期：2021年3月4日(木)～4月6日(火）］（予定）
　静活株式会社（以下、静活）は、1919年、静岡活動写真株式会社と
して創業し、1958年には静岡市中心部で14館の映画館を経営してい
ましたが、2011年10月、静岡市内のすべての映画館をシネマ・コンプ
レックスへ移行しました。これを機会に、静活が所蔵していた多数の
映画関係資料は、本学だけでなく、映画を専門とする全国の公的機関
へ寄贈されました。当展示では、静活の映画館の変遷を当時の写真
や映画館プログラムで紹介します。また、映画のために書かれたもの
の“動き(Moving)”に注目し、映画制作に関わった人たちが作品
（Texts）をどのように表現したのか、上映作品のパンフレットや制作
過程の記録が残る脚本を通して読み解きます。
  資料の整理は、その種類の多さゆえに難渋しましたが、作業が進む
につれ、映画制作に関わった郷土の映画人について新たな発見があ
りました。今後は、本学図書館・情報センターで保管し、引き続き未
整理箇所のアーカイブ化を続ける予定です。また、映像制作、映画研
究等に関わる学生や研究者へ公開し、地域の文化資源の保存をすす
め、調査・研究の一助となるよう務めてまいります。
Moving texts　-映画資料を読む- [仮称]
